東北帝国大学における女子学生・女性研究者 by 永田  英明
東北帝国大学における女子学生・女性研究者


















































になる1920年代以降の状況が重要であろう。表 1 および表 2 は、東北大学史料館が所蔵する旧
学生部文書『学生原簿』のデータと『東北帝国大学一覧』の学生名簿をベースに、その他の各
種の名簿資料を適宜照合するかたちで作成・整理した、年度ごとの女子学生の入学状況である。
表 1 は本科生としての入学者、表 2 は聴講生ないし本科生としての入学者数をまとめたもので
ある。本科生として入学した学生の中には、当初聴講生の身分で入学し、その後本科生に編入
表 1 　東北帝国大学・旧制東北大学の年度別本科女子入学者数・卒業状況 
本科
入学年
理 農 法 経 文 合計
備考
人数 卒業 人数 卒業 人数 卒業 人数 卒業 人数 卒業 人数 卒業
1913 3 3 3 3
1914～1922　入学者なし
1923 3 3 2 2 5 5 法文学部開講
1924 3 3 1 1 4 4
1925 3 3 5 4 8 7
1926 2 2 2 2
1927 2 1 2 1
1928 3 3 3 3 再入学 1名（文）
1929 1 1 1 1 5 5 7 7
1930 3 3 3 3
1931 1 0 2 2 3 2
1932 1 1 5 5 6 6
1933 3 3 ※4 3
1934 1 1 4 4 5 5
1935 1 0 2 2 3 2
1936 1 0 4 2 5 2
1937 1 1 4 4 5 5
1938 3 3 3 3
1939 1 1 0 0 1 1
1940 3 3 3 3 再入学 1名（文）
1941 1 0 2 2 3 2
1942 8 7 8 7
1942-10 1 1 1 1 4 4 6 6
1943-10 10 10 10 10
1944-10 2 2 15 11 17 13
1945 5 4 8 6 13 10
1946 8 7 8 7
1947 3 3 1 1 9 9 13 13 農学部開講
1948 4 3 1 1 7 5 12 9
1949 3 3 1 1 1 1 6 6 11 11
1950 2 2 2 2 7 7 11 11 再入学 1名（法）


























1923 1 1 2
1924 2 2 1




1929 1 1 4 2
1930 1 1
1931 1 1 2
1932 1 4
1933 3
1934 1 4 1






1941 1 2 1
1942 1 7 1
1942-10 1 3 2
1943-10 9 1
1944-10 2 15 3
1945 5 5
1946 7
1947 3 1 9 1
1948 4 1 1 6
1949 2 1 1 6
1950 2 2 7
合計 32 7 2 0 8 0 1 1 120 19
聴講生として入学した年度内に本科に編入したとみられる事例もあるが、表中では次年度の編入者として扱った。



















































がつづき、北海道含めこの 3 地域で全体の 3 分の 2 を占める。ただし東北とりわけ宮城県の女
学校出身者はその 4分の 3が1946年以降に集中しており、1945年以前で区切って集計すると関東
表 3 　本科入学女子学生の出身地（出身高等女学校の所在地）
宮城 東北 北海道 関東（山梨）
東海
北信越 関西 中四国 九州 外地 中国 朝鮮 不明
1913 1 2
1914～22　本科生としての入学者なし
1923 2 1 2
1924 1 1 2




1929 1 3 1 2
1930 1 2
1931 1 1 1
1932 1 4 1
1933 1 1 1 1
1934 1 1 2 1
1935 3
1936 1 1 2 1
1937 2 1 1 1




1942 1 1 1 3 1 1
1942-10 1 3 1 1
1943-10 1 2 1 4 2
1944-10 2 9 1 3 1 1
1945 5 1 5 1 1
1946 6 2
1947 9 1 1 2
1948 7 1 1 3
1949 7 2 1 1
1950 3 5 1 1 1
合計 49 15 7 55 15 17 9 3 8 5 3 1













































表 4 　本科入学女子学生の入学前最終学歴 















1923年 3 1 1
1924年 3 1
1925年 3 1 1 1 2
1926年 2
1927年 1 1
1928年 1 1 1
1929年 2 1 2 1 1
1930年 1 1 1
1931年 1 1 1
1932年 2 2 1 1
1933年 1 1 1 1
1934年 1 1 1 1 1
1935年 1 1 1
1936年 1 1 1 2
1937年 1 2 1 1
1938年 1 2
1939年 1
1940年 1 1 1
1941年 1 1 1
1942年 1 1 2 1 2 1
1942年10月 1 2 1 1 1
1943年10月 1 1 2 1 1 1 2 1
1944年10月 3 2 2 1 2 2 3 1 1
1945年 1 2 1 1 3 1 4
1946年 3 2 1 2
1947年 3 6 1 2 1
1948年 1 4 1 2 2 1 1
1949年 1 4 2 2 2
1950年 4 2 1 1 1 1 1
合計
30 6 30 5 20 23 21 9 1 2 4 3 4 1 8 1 2 1 3 1 7 3 1 1
36 35 100 16
東北帝大卒業後再度入学した者は、一回目で大学入学前の最終学歴、二回目で大学卒として扱っている。





















3 分野が多く占めている。大正 2 年に入学


































所研究員などの職歴は10名、官庁・公務員が 9 名、司法関係が 1 名、マスコミが 2 名、一般企
業 1 名を数えることができた。もちろんこの数値はかなりの遺漏があると思われあくまで参考
にしかならないが、やはりおおよその傾向は反映しているとみてよかろう。
表 5 　東北帝国大学理学部・法文学部卒業者の就職状況（昭和 9 年 3 月現在）
理学部 法文学部
男 女 男 女
行政官吏 0 0 181 2
司法官吏 0 0 44 0
官庁技術員 235 1 0 0
陸軍幹部候補生及び兵役 14 0 0 0
弁護士 22 0 0 0
学校職員 321 9 192 16
銀行会社員 269 0 0 0
新聞雑誌記者 2 0 20 0
その他 2 0 60 0
大学院学生 40 2 8 0
他学部学生 16 0 53 1
外国留学 11 0 0 0
未定不詳 137 1 289 5

























医学部に入学した女性の専攻生としては、1931（昭和 6）年10月に 2 名の入学したことが確














































1931-32 井上初子 国文学（岡崎義恵） 東北帝国大学法文学部卒業
1927-32 鈴木（古藤）キヨシ 不明
1934-35 三谷文子 英文学
1937 堀内操 哲学 東北帝国大学法文学部卒業
1939 趙淑卿（朝鮮） 英文学（土居光知） 梨花女子専門学校卒業 東北帝国大学法文学部卒業
1937-37 中村菊代 英文学
1936-37 蕭　素彬（中国） 法科 北平朝陽学院法律系
1936 姚　明華（中国） 社会学 上海風文学院日本大学社会教育専攻科
1936 荘　孝和（中国） 法科 山東省立女子師範学校 奈良女子高等師範学校中退日本大学専門部研究生
1936-37 張　競淑（中国） 法科 北平郁文大学卒業
1936-37 湯　蘭芬（中国） 教育学 浙江公立法政専門学校文科 日本大学高等専攻科
1936-37 褚　保 （中国） 教育学 北平私立慕貞女子学校卒 日本大学高等専攻科


















表 7 　女性大学院学生（1945年以前） 
専攻分野 大学院入学年 研究テーマ（指導教官）
丹下ウメ 理 /化学 1918 有機化学一般（眞島利行）
黒瀬（久保）ツヤ 文 /哲学 1925 思惟作用の発達（千葉胤成）
石原（小川）文代 理 /生物学 1928 蚯蚓類の神経系統に関する研究（畑井新喜司）
高木（及川）フミ 理 /生物学 1928 細胞学
三浦（青山）なを 文 /日本思想史 1931 女性精神史（村岡典嗣）
林　瑞栄 文 /国文学 1932 近世における文学観（岡崎義恵）
相馬　恵美子 文 /心理学 1935 心理学の方法（千葉胤成）
北島（明城）光子 文 /心理学 1936 幼児の社会的行動について
桜井（中川）時代 文 /心理学 1937 女子青年の心理学的研究
松村　緑 文 /国文学 1936 詩歌史の研究（岡崎義恵）
小糸（森岡）美子 文 /東洋史※ 1938 六朝時代美術の研究（岡崎文夫）
木村（安倍）俊子 文 /国文学 1940 国文学（岡崎義恵）
林（兼田）愛子 文 /国文学 1941 日本小説史（岡崎義恵）
中川　千代子 文 /英文学 1945 英国中世文学（土居光知）
※小糸美子は学部学生時代は国史学専攻
1945（昭和20）年以前の大学院入学者で限ると、東北帝国大学では合計14名の大学院進学者


































丹下ウメ 工学部応用化学科1920か 1918 理科大学卒同大学院 日本女子大教授

















































































































ア大学ウィスター研究所の客員として研究に従事した。1931（昭和 6）年 3 月に東北帝国大学
東北大学史料館紀要　第 9号（2014. 3 ）16
に提出した学位論文（主査布施現之助）は、こうした長期にわたる海外での業績の成果とみら























表 9 　女性学位取得者 - 理学博士（1948年以前） 



































































表10　女性学位取得者 - 医学博士（1948年以前）  















































































出典：『学位録　大正10年 9 月から昭和37年 3 月まで（東北大学）』、庶務部入試課移管文書『学位』（東北大学
史料館所蔵）















1914（大正 3）年 3 月に卒業し1924（大正13）年 4 月に理学部化学科に黒田・丹下以来11年ぶ
























































（10）スタドニチェンコの動向については『河北新報』大正 9年 2 月26日、同 3月23日、 4 月 2 日、 4月 9 日、








東北大学史料館紀要　第 9号（2014. 3 ）20
によりて銓衡し問題あるときは投票によりてこれを決す」と定めている。
（14）『東北帝国大学理科大学一覧』の職員表には丹下の名前は見えないが、理学部の同窓会会報である『自修
会報』の卒業生名簿には大正10・11年の名簿に「工学部助手」と記されている。工学部には当時応用化学
科があり、その主任教授は丹下の指導教官である眞島利行と交友の深い井上仁吉がつとめていた。
（15）『金属材料研究所　教授会議事録』自昭和17年至25年　東北大学史料館所蔵
（16）以下、学位取得者の履歴については、主として東北大学史料館所蔵文書『学位』（学位の申請および審査・
授与にかかる手続文書）に収載された履歴による。
（17）伊藤彰浩前掲論文参照。
（18）『有賀美智子先生追悼文集』（2000年　有賀きょうだい会）
（19）以上については、安部マサ「二人の恩師」（『東北大学抗酸菌病研究所創立50周年記念誌』1993年）による。
（20）『東北大学百年史』第十巻収載の教官任官表による。
（21）吉田武子「アムモニアと二酸化炭素との反應（第一報）」（『物理化學の進歩』10-4，1936年）など。
